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堀江 一郎,阿比留 教生：【グルカゴン(膵α細胞)はどこまでわかったか】グルカゴンと妊娠糖尿病、性差との関

連. 月刊糖尿病 13(3): 52-58, 2021.
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尿病関連インシデント減少効果. 糖尿病 64(3): 242, 2021.

宇佐俊郎・教授
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前エキセナチド・チャレンジOGTTを用いた2型糖尿病の胃スリーブ術後早期の耐糖能予測に関する検討. 糖尿病

64(Suppl.1): I, 2021.

有森 春香,鎌田 昭江,三輪 昌輝,山本 広美,森本 心平,古林 正和,阿比留 教生：COVID-19感染拡大に伴う自粛前後で

の大学生の体重増加と生活状況関連因子の検討. 糖尿病 64(Suppl.1): I, 2021.
丸屋 安広,金高 賢悟,小林 慎一朗,堀江 一郎,中村 祐太,吉元 智子,福本 将之,山口 峻,岡田 怜美,井上 悠介,足立 智彦,
曽山 明彦,小林 和真,伊藤 信一郎,日高 匡章,阿比留 教生,江口 晋：生活習慣と関連する消化器疾患の新たな展開

腹腔鏡下スリーブ状胃切除術の肥満関連健康障害に対する治療効果と効果予測因子の検討. 日本消化器病学会九

州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 117回・111回: 107, 2021.

濱辺 真奈,中路 啓太,堀江 一郎,大坪 竜太,永安 武,黒濱 大和,岡野 慎士,川上 純：先端巨大症に中毒性多結節性甲状

腺腫を合併した1例. 日本内分泌学会雑誌 97(4): 1027, 2021.
鎌田昭江：糖尿病専門医の働き方改革を目指して 〜院内血糖管理の標準化とタスクシフト〜. 糖尿病

64(Suppl.1): I, 2021.
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氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

宇佐俊郎・教授
長崎県原子力災害医療ネットワーク検討会
委員

長崎県

鎌田昭江・講師 コーチング委員会委員 日本糖尿病医療学学会

宇佐俊郎・教授 評議員 日本内分泌学会

宇佐俊郎・教授 社会保険診療報酬支払基金審査委員 長崎県

宇佐俊郎・教授 長崎大学医師会理事 長崎大学医師会 長崎大学医師会

宇佐俊郎・教授
在外被爆者支援事業関係医療調整会議構成
員

長崎県

宇佐俊郎・教授
長崎県原子力災害医療ネットワーク検討会
作業部会主査

長崎県

鎌田昭江・講師 幹事 日本臨床コーチング研究会

宇佐俊郎・教授 福島県甲状腺検査支援合同委員会委員 福島県

古林正和・准教授 役員 日本糖尿病協会長崎分会つるの会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

　学術賞受賞

　特筆すべき事項

鎌田昭江・講師 糖尿病検討委員会委員 長崎県

堀江一郎・講師 評議員 日本糖尿病・妊娠学会

堀江一郎・講師 評議員 日本糖尿病学会

堀江一郎・講師 審査委員 長崎県指定難病審査会

堀江一郎・講師 評議員 日本内分泌学会

堀江一郎・講師 九州支部幹事 日本内分泌学会

堀江一郎・講師 評議員 日本甲状腺学会

研究内容と業績が評価され
た。

池岡俊幸・助教 評議員 日本内分泌学会

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

堀江一郎・講師 大正製薬株式会社
高齢者2型糖尿病におけるSGLT2阻害薬ルセオグリフロジ
ンの骨微細構造変化に関する縦断的解析

研　究　題　目

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

鎌田昭江・講師
令和2年度長崎県医師会医学研究
助成金

長崎県医師会
研究内容と業績が評価され
た。

①糖尿病啓発公開講座「スマイルライフ」を年1回開催し講演や指導を行っている。
②長崎県小児糖尿病療育サマーキャンプを毎年１回開催し患児との交流を深めている。
③全国で展開する世界糖尿病デーイベントを毎年11月14日に開催し、市民の糖尿病啓発を行っている。
④会員220名長崎地域糖尿病療養指導士認定委員会の事務局として、地域の糖尿病療養を支援している。

有森春香・医員
第28回西日本肥満研究会若手臨
床研究奨励賞

西日本肥満研究会
研究内容と業績が評価され
た。

酒匂あやか・医員
日本甲状腺学会第18回ロシュ若
手奨励賞

日本甲状腺学会
研究内容と業績が評価され
た。

赤澤　諭・助教
公益財団法人日本糖尿病財団
2020年度公益財団法人コストコ
研究助成金

公益財団法人日本糖尿病
財団

研究内容と業績が評価され
た。

二里 哲朗・研究協力
員

第7回日本糖尿病学会若手研究助
成金

日本糖尿病学会
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